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行と列が同じ分類からなる r × r正方分割表において (i, j)セル確率を pij(i = 1, ..., r; j = 1, ..., r), 行変

数をX, 列変数を Y とする. 条件付き対称 (CS)モデルは次のように定義される (McCullagh, 1978):

pij =

{
γψij (i < j)

ψij (i ≥ j)

ここで, ψij = ψji である. CSモデルは, 主対角線に対して対称的なセル確率の比が一定であることを示

している. CS モデルが成り立たないとき, CS モデルとの隔たりがどの程度かを測ることに関心がある.

pUij = pij/δU (i < j), pLji = pji/δL(i < j), δU =
∑∑

s<t pst, δL =
∑∑

s>t pst, qij = pUij/(p
U
ij + pLji)(i < j),

qji = pLji/(p
U
ij + pLji)(i < j), とする. δU ̸= 0, δL ̸= 0, (pij + pji ̸= 0)を仮定する. Tomizawa and Saitoh

(1999)は CSモデルからの隔たりを測る尺度 Φ(λ) を提案した:

Φ(λ) =
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2
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ij (λ > −1),

ここで,
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である.

CSモデルが成り立たないとき, CSモデルより制約を緩めたモデルとその尺度に関心がある. 本講演で

は, 条件付き部分対称 (CPS)モデルと, CPSモデルからの隔たりを測る尺度 τ (λ) を提案する:

τ (λ) =
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i=1

r∏
j=i+1

[Ψ
(λ)
ij ](p

U
ij+pL

ji)/2 (λ > −1).

提案尺度は次の性質を持つ. (i) 0 ≤ τ (λ) ≤ 1, (ii) τ (λ) = 0 が成り立つことの必要十分条件は, 少なくとも

1組の (k, l), k < l に対して P (X = k, Y = l|X < Y ) = P (X = l, Y = k|X > Y )が成り立つことであり,

(iii) τ (λ) = 1 が成り立つための必要十分条件は, すべての i ̸= j に対して, pij = 0 (このとき, pji ̸= 0)が

成り立つことである.

(i, j)セル観測度数を nij とし, {nij}は多項分布に従うと仮定する. ここで, p̂ij = nij/n, n =
∑∑

nij

とする. また τ̂ (λ) を, τ (λ) の {pij}を {p̂ij}で置き換えた推定量とする. デルタ法により,
√
n(τ̂ (λ) − τ (λ))

は漸近的に平均 0, 分散 σ2[τ (λ)]の正規分布に従う. この結果より τ (λ)の近似信頼区間を構成する. CPSモ

デルからの隔たりを測る尺度の有用性は当日示す.
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